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。
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中
国
の
経
済
成
長
が
限
界
に
遣
す
る
と
き

共
産
党の一
党
独
裁
体
制
を
続
け
て
い
る
中
華
人
民
共

和
国
は、
い
よ
い
よ
臨
界
則に
さ
し
か
かっ
て
い
何
とい

え
よ
う。
－
九
八
九
年の
「
六・
四」
天
安
門
事
件
が
内

在
し
て
い
た
民
主
化
と
非
共
産
化
の
動
き
を
武
力
制
圧
し

て
以
来
の
強
権
体
制
が、
今
後
も
持
ちこ
た
え
ら
れ
る
か

否
か
の
歴
史
的
な
転
換
期
が
迫っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る。

こ
う
し
た
状
況
下に
登
場
し
た
胡
錦
静
政
権は、
内
外

の
注
目
に
応
え
る
だ
け
の
明
確
な
治世の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
ま
だ
に
発
し
て
い
ない。
一
辿の
重
要
会
議で
も
依
然

と
し
て
毛
沢
東
思
想、
郡
小
平
理
論
お
よ
び
「
三
つ
の
代

表」
（
共
産
党
は
先
進
的
生
産
力
・

柿
神
的
文
化
・

人
民

の
利
益
の
代
表）

と
い
う
江
沢
民
時
代
の
無
意
味
な
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
揚
げ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も 、
前
組問
準

体一制
の
限

'j,.t?� 1 
慣用
へ
》、
hp
A1
RH
E’
a官
姻調
印吋
et
い
ず、 、「
4mT
由原
弘也ム耳」
晶、
「
布刊

昔

〈

講

和
V

社

会
」
、

つ

ま

り
－

定

の

社

会

的

安

定

を

も

た
ら
す
社

会

を

目
指
す
と
し
て
い
る。

只
体
的
な
経
済
目
標
は、
一
人
当
た
り
G
D
円
（
国
内

総
生
産）
を二
O
二
O
年
ま
で
に二
倍
に
す
る
こ
と
だ
と

い
う。
昨
今、
中
国
は
大
変
な
経
済
成
長
を
し
て
い
る
と

見
倣
さ
れ
て
い
る
が、
最
新
統
計
で
も
中
国の
G
D
P
は

世
界
全
体の
四・
五パ
ー
セ
ン
ト。
そ
し
て一
人
当
た
り

の
G
D
P
は
よ
う
や
く一
五
O
O
米
ドル
前
後
で、
全
体

的に
見
る
と、
ま
だ
ま
だ
開
発
途
上
で
あ
る。

「
環

境野町副劃刷釦可到町制釦配〕

（支tる3夫1ん〉
し
か
もこ
の
経
済
成
長
の
中
で、

急
述
な
拡
大に
よ
り、

なっ
て
き
て
い
る。

エ
ネル
ギ
ー
消
費の

エ
ネル
ギ
ー
不
足
が
大
変
深
刻に・

同
時
に
環
境
破
壊
も
す
さ
ま
じい。

その
た
め
中
国
で
は
今
や
工
業
用
水の
不
足
ば
か
り
か

4・・T令。

飲
料
水の
確
保
が
危
機に
さ
ら
さ
れ
て
お
り、
国
家
環
境

保
護
総
局
に
よ
る
水
源
地
汚
染
予
防
や
汚
染
物
質の
排
出

規
制に
も
か
か
わ
ら
ず、
事
態
は
益
々
深
刻
化
し
て
い
る。

河
川
の
八
割
前
後
が
汚
染
さ
れ
て
い
て、
安
全
な
水
を
飲

め
ない
人
口
は
五
億
人
に
も
の
ぼっ
て
い
る。

私
自
身の
最
近の
見
聞で
も
河
川
の
汚
染
と
有
害
化
は

著
し
く、
上
海
近
郊の
南
江
県
あ
た
りの
農
村
の
河
川
は、

(/' t》:fq偽!ff-,.,;

l

 

－

i

 

界
が
見
え
て
い
る。
つ
ま
り
全
而的
な
胡
剣山開
体
制
が
目

閲さ
れ
て
い
ない
だ
けで
な
く、
胡
錦
爵
自
身
が、
毛
沢

東
あ
る
い
は
郡
小
平
を
引
き
継
ぐス
ケ
ール
で今
後の
中

国
を
リ
ー
ドし
て
い
け
る
の
か
ど
う
か、
今
の
と
こ
ろ
は

党
官
僚
と
し
て
の
体
質
が
前
面に
出
て
い
る
に
す
ぎ
な

、
。LV

 

党
中
央の
全
体
会
議や
全
国
人
民
代
表
大
会に
関
連
す

る
当
面の
課
題
は、
ニ
O
O
六
年か
ら
始
まっ
た
第一
一

次
五
カ
年
計
画
で
あ
る。
こ
の
二
O
O
六
1一
O
年の
五

カ
年
計
画は、
中
国に
とっ
て
非
常に
重
要
な
時
期に
行

う
もの
だ
と
い
え
よ
う。
つ
ま
り、
こ
の
期
間は
過
去
凶

半
世
紀
に
わ
たっ
て
八
1
九パ
ー
セ
ン
ト
台
と
続い
て
き

た
囲
内
の
急
速
な
経
済
成
長
が、
い
よ
い
よ
限
界に
達
す

る
時
期
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る。

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
は、

従
来
の
高
度
成
長
か
ら
安
定

も

は

や

河

川

と

は

い

え

な

い

ほ

ど

の

状

況

で

あ

っ

た
。

五

カ

年

計

画

で

は
、
「

資

甑

節

約

型
、

環

境

友

好

型

社

会
」

を
建
設
す
る
と
し
て、
子不ル
ギ
l
消
費
を二
割
減
少
さ

せ
る
と
いっ
てい
る。
こ
れ
は一
見、
急
成
長
路
線
か
ら

安
定
成
長
路
線へ
の
大
き
な
転
換に
見
え
る。
し
か
し
具

体
的
な
中
身
が
十
分に
示
さ
れ
て
い
ない。

こ
の
間
の
中
国
社
会
を
見
て
み
る
と
「
民
業」
「
出
村」

「
農
民」
と
い
うい
わ
ゆ
る
三
段
問
題
を
提
起
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず、
出
民の
貧
困
と一
部
都
市
住
民の
官

裕
化
と
の
ギャ
ッ
プ
は
ま
す
ま
す
広
がっ
てい
て、
相
変

わ
ら
ず
各
地
で
良
民や
労
働
者の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
起
き
て

い
る。
山
西
符
で
は、
タ
ク
シ
ー
迎
転
手
がス
ト
ラ
イ
キ

を
し、
集
団
暴
徒
化
し
た。
広
州
の
郊
外で
は
太
石
村
な

ど
で
由
民
暴
動
が
相
次
ぎ、
そ
れ
を
寧
が
抑
え
た
事
件
も

あっ
た。
重
慶の
有
名
な
固
有
企
業で
あ
る
重
度
特
殊
鋼

が
破
産
し、
そ
れに
対
し
て
労
働
者
がス
ト
ラ
イ
キ
を
や

り、
そ
れ
を
抑
え
よ
う
と
し
た
官
迎に
抵
抗
す
る
暴
動
が

起こ
っ
た。
河
北
省
定州
市
で
起こ
っ
た
暴
動
で
は、
鋲

圧
の
た
めに
当
局
が
「
謀
社
会」
（
暴
力
団）
を
利
用
し

て
い
る
映
像
が
外
部
世
界に
放
映
さ
れ
た。
「
小
康
社
会」

「
和
諾
社
会」
を
目
指
す
と
い
っ
た
脇
か
ら、
こ
の
よ
う

な
状
態
で
あ
る。

周
永
康
公
安
部
長
が
報
告
し
た
とこ
ろ
に
よ
る
と、
ニ

ホ
1
『
六・
四」
天
安
門
事
件

天
安
門
広
喝
を
占同惜
し 、
民
主
化

を
閉店
求
して
鍛
会
や
デモ
を
繰
り

広
げ
た
学
生
た
ち
を
人民
解
飯沼

が
武
力鎮
圧
し
た
郁
件。
八
九
年

四
月に
開
明派
の
胡
細
邦
元
総
包

記
が
急
死
し
た
の
を
き
っ
か
け

に、
北
京
の
学
生
た
ち
が
胡
氏の

名
指圃
回
復
を
求
め
て天
安
門
広
場

で
追
悼
集
会
を
開
い
た
こ
と
か
ら

騒
動
が
銘
大
し
た ・
人民
自
績が

こ
れ
を
「
反
党
・
反
社
会主
義の

動
乱」
と
報
じ
た
こ
と
に
学
生
た

ち
が
さ
ら
に
反
発し
て 、
デ
モ
は

一
O
O
万
人
規
微
に
鉱
大・
政府

は
北
京
に
戒
厳
令
を
数を 、
六
月

四
日
未
明 、
人
民
解
舷窓
の
戦
車

を
天
安
門
広
田唱
に
突
入させ
て
学

生た
ち
を
実
力
緋
除
した ・
こ
の

と
を ‘
政
府
発
表で＝
＝
九
人の

事告高官叫町
山山デ、
Hいスw．

本
2

－
人
あ
た
り
G
D
P

中
国《
寄港
除
舛）
の一
人
あ
た

り
G
D
P
は 、
O四
年
で
＝
＝八

一
米
ド

ル ・
ζ
れ
は
臼
本（
三
五

九二
ニ
ド

ル）
の
わ
す
か
三・
五

%
に
す
ぎな
い ・
中
国
全
体
のG

DP
（
寄港
除
外）
は一
兆
六四

九
O
億
ド

ル
で 、
日
本（
四
兆五

八
八
O
億
ド

ル｝
の＝＝ハ
%
にま

で
到
湿
して
い
る
だ
り
に、
そ
の

沼
差
が
目立
つ
（
出典・
総
務
省

O
六
年
版「
也
界
の
統
計」
よ
り） ．

＊
3

飲
割円
水
園田
保
が
危
機

元上
海
総領
事
の
杉
本
慣
行
氏の

若
「
大
地
の
砲
隊」
に
よ
れ
ば ‘

中
国
の
使
用
可
能砿
水
資
源
鑓は

人
口一
人
あ
た
り一一一一一
O
O立
滋

メ
ー
ト

ル
で
世
界一
人
あ
た
り
平

均
置
の
四
分一
し
か

忽
く ‘
世
界

の
「
貧
水
国」
の一
つ
に
数
えら

れ
て
い
る・
し
か
も、
中
国
＝ハ

の
省
自
治
区・
函
穏
市
の一
人

あ
た
り
水
資
源
保
有畳
が 、
水
不

足
の
世
界
還
準
で
あ
るこ
0
0
0

立
法メ
ー
ト

ル
を
下
回
り 、
そ
の

う
ち
六
つ
の
省・
自
治
区が
五
O

O
立
法メ
ー
ト

ル
を
下
回っ
て
い

る．

水資
源を
焔
や
す
有効
な
対

策
が
取
ら
れ
て
い

忽
い
視
状
で

は 、
中
国
の
人
口
が一
六
億
人
に

な
るこ
O
三
0
1

五
O
年
頃、
水

不
足
が
深
刻
な
社
会
不
安
を
引き

起こ
す
町，
能
性
は
大
き
い ．
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0
0
四
年の一
年
間
で
七
万
四
O
O
O
件
の
デ
モ
や
暴

動、
不
穏
な
事
件
が
起
き、
二
O
O
五
年に
は
そ
の
数
が

八
万
件
を
超
え
てい
る。
ま
た、
退
役
し
た
軍
人
や
現
役

の
軍
人
な
ど
が
待
遇
改
善
を
求
め
て、
一
万
人の
デ
モ
を

やっ
た
とい
う
話
も
あ
る。

軍
に
突
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
胡
錦
涛
政
権

一
方
最
近の
寧
事の
状
況
を
見
て
い
る
と、
圏
内
的
に

は
「
小
康
社
会」
「
利
諾
社
会」
とい
っ
た
響
き
の
良
い

こ
と
を
言っ
て
い
る
が、
対
外
的
に
は
大
変
な
軍
事
強
硬

路
線
を
突っ
走っ
て
い
る。
胡
錦
時
政
権
が、
軍
に
突
き

上
げ
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に、
軍
事
拡
大
路
線に
来
る
こ

と
で、
囲
内
の
社
会
不
安を
引
き
締
め
て
い
か
ざ
る
を
え

ない
とい
う
状
況に
世
か
れ
て
い
る
とい
え
よ
う。
こ
の

点
で
注
目
さ
れ
る
の
が、
中
国
共
－M他
党
内
部の
織
力
闘
争

の
動
向
で
あ
る。
中
国
で
は
こ
の
と
こ
ろ、
権
力
内
部の

汚
職
摘
発
が
強
化
さ
れ
て
い
る。
二
O
O
六
年六
月、
江

沢
民
前
主
席
側
近の
劉
志
務・
北
京
市
副
市
長
や、
同
じ

く王
守
業・
海
軍
副
司
令
貝
が
摘
発
さ
れ、
黄
菊
間
首
相

（
元
上
海
市
長）
夫
人
に
も
疑
惑
が
発
せ
ら
れ
る
な
ど、

江
沢
民
前
主
席
ら
の
保
守
派
「
上
海
閥」
の
影
響
力
を
排

LUゅι
す
る
動
き
が
目
立
っ
て
い
る＠
九
月
下
旬
に

’

轟持品剛・

者
京
44ザ
シ
ぜ
’
ク
の
成
功
に
よ
っ
て
周
厩
を
最
大
隈

に
発
揚
し
た
あ
と
の
こ
O
O
九
年
に
は、
水
質
汚
染
や
生

ほれ

｛回一ほ品
川

叩けが－H
h
b

…一読

し
て
お
り、
ダ
ム
の
あ
る
長
江
に
沿っ
て
。
現
代の
万
里

の
長
娘。
とい
う
意
気
込
み
で
進
め
てい
る
大
国
家
プロ

ジェ
ク
ト、
上
海
か
ら
重
慶
ま
で
の
ス
ー
パ
ーハ
イウエ

パ
か一一
O
O
九
司に
貫
通
する
予定
だ。
翌一一
O一
O
年

叫
日
仰
向
け

れ

む刊行川町
ト

日

立
し
げ

」
治、
最
近の
「上
海
側
」
の
凋
落
傾
向
や
北
京
i
上
海

新
幹
棋
の
未
完
成、
浦
東
国
際
空
港
ま
での
リニ
ア
カ
！

日

埼

；
車）
の
速さ
に
逆
比
例
す
る
通
関
手
続き

0
3
32
2
を
児
て
い
る
と、
来た
し
て
上
梅万
十引が

順
調
に
ゆ
くのか
とう
、
ら

ズ、
て4H
も、心
も
と
ない。
い
ずれ
に
せ

い
十

町村川

流エ

日付れ

刊行一
日
一

月

比

べ
を
高
揚
さ
せ、
回
引
を
発
揚
す
る
以
外に
囲
内に
禁制

し
た
矛
盾の
暴
発
を
抑
え
る
法
は
ない
と
い
え
よ
う。

も
うひ
と
つ
の

1
要
問
題と
し
て、
私
が
な
ぜ
こ
0
0

年
に
注
目
する
カ
と
44
とし
と、
克は
中
国
が円以大
の
関

心
を
持っ
てい
る
台
湾
問
題
を
め
ぐっ
て、
き
わ
め
て
危

央
政
治
局
員）
が
不
正
融
資
事
件に
か
ら
ん
で
解
任
さ
れ

た。
『
人
民
日
報」
に
出
る
改
革
派
学
者
ら
の
論
文
や
鹿

談
会
が
同
じ
『
人
民
日
報」
の
サ
イ
ト
で
批
判
さ
れ
る
な

ど、
注
目
すべ
き兆
候
も
出
て
い
る。

一
方で
は、
こ
の八
月、
全三
巻
か
ら
成
る
『
江
沢
民

＊4

 

文
選』
が
出
版
さ
れ、
外
文
出
版
社
や
人
民
文
学
社
な
ど

で
も
宣
伝
さ
れ
て
い
て、
中
国
民
衆に
も
不
人
気
な
江
沢

民の
権
威
を
宣
揚し
よ
う
と
す
る
動
き
も
目
に
付い
て
い

る。
特に、
人
民
内
部か
ら
中
国
共
産
党の
正
統
性
を
脅
か

しつ
つ
あ
る
法
輪
功
を
抑
圧
し
た
江
沢
民の
業
献
を
あ
え

て
称
え
て
い
る
こ
と
も、
中
国
共
産
党
に
宿
命
的
な
権
力

闘
争の一
環で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
受
けざ
る
を
え
ない。

ポ
ス
ト

ニ
O
一

O
年 、
迫
り
く
る
危
機

こ
う
し
て
中
国
は
い
よい
よ
重
要
な
政
治
的・
社
会
的

局
面
を
迎
えつ
つ
あ
る。
その
中
で
私
は、
二
O
O八
1

一
0
年
問
題
を
特に
強
調
し
た
い。
二
O
O
八
年
に
は
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る。
中
国
当
局は、
約二
八

O
O
億
元
（
約
四
兆
円）
を
投
資
し
て
オ
リン
ピ
ッ
ク
の

成
功
に
賭
け、
二
O
O
六
年三
月
に
は
新
た
に
「
治
安
処

罰
法」
を
施
行し、
武
装
警
察や
民
間
警
備
部
隊
を
大
量

に
地
員
し
て
い
る。
すで
に、
天
安
門
広
場は
完
全
に
公

h京信E
・極
Tr
H』
＆の
h”九
回m
串h
e省
db
キ叩
ロ民
a骨
骨払
岨田明
PIH
T人
以H
A印M
－b主

慢
的
な
技
況
が
お
と
ず
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ

川

じ

れ

説、

計訂む訪

中
国
は一
δ
O五
年三
月に
～
反
国家
分
裂
法」
を
園

川
！と

し
て
制
定
し
た。
台
湾が
愈
法
改正、
国
名
変
更

：
とJ
Zに
よっ
て
独
立の
方
向
を
明
ら
か
之
L
E
EP

に
も、
武
力
介
入
す
る
とい
う
法
律で
あヲ
引
1
1
3E

叩
K
M
h
…
i
I
3
4
法」
の
制
定
自体を
見
て
も、
胡

一一JJ刊
イ
a
lb－刀
に
却に
振
り
因
さ
れ
てい
る
か
が
佐
川

可
き
ょ
うc
そ
し
て
中国
当
局は、
二O
O
五
十一伝
六
判

の
中
露
合
同
軍
事
前
習
が
台
湾
上
陸
作
戦を
含ん
で
い
た

J
比
一山
守
さ
れ
る
よ
う
に、
台
湾
海
峡
で
火を
噴く
が
い

L中小
右
ν
こ
とを
想
定し
な
が

l
；1

f
進
め
てい
る。
「小
g
h 、「
れ
れ
れ
日

弓一
叫

ん
U
U

1

HU

計
一
M

M
一一一
l
k

j
三一一

し
て
胡
錦
涛
体
制
が
乗り
越え
ら
ιるん川
引
川
一

k
犬

い
は

中
国の
経
済
発
展
自
体が、
経
済
れ

れ
r
M
M

て
破
献し、
子ネル
ギ
l
不
足も
手
伝
って、
中
国パ
ブ

川
の
き
わ
め
て
大
規
模
な
爆
発に
至る
か
も
しh
r
t。

器削
含
み
の

大
国
家
プロ
ジェ
ク
トが也
子
す
わ
U
V

も
r－一ぞれ
に
続
く一一
O一
O
年
以
後の
中
国の
危
機に
注

目
せ
さ
る
を
え
ない
ゆ
えん
で
あ
る。

＊
4
江
沢
民
文
選

江沢民的国家主席が次官級の

ポストに就いた八O年からO

四年九月に党中央軍積雪員会

主席を辞任するまでの聞に苔

した文窓や餓演などこO三編

を収録した金三巻の文集で 、

O六年八月に中国全土で発売

された ．そのなかには九八年

二月の筋目の三カ月前に在

舛大使らを一堂に鎮めた会臓

の席上 、「日本に対しては歴

史問題を永遠に書い続け怠け

れば怒ら砿い」と指示し 、「日

本の軍国主務者はきわめて残

忍で（戦争中の｝中国の死傷

者は三五OO万人に上った 。

戦後も日本の軍国主毅はまだ

徹底的に清算されてい広い」

と跨った演般も収められてい

る ．� l &i��g§空i!if4益�；む；

llJ;:II:ililiillllf 五 kWで貯は ム 水士主i fi葉Eの 宣 h ム塁吉E益 三長時 *Ii：���������；�若宮室霊長8f9m主命運� �

筆
者
が
縫
幅四
す
る
骨密
芯
図
8

・『やがて中国の崩縫がはじ

まる』ゴードン・チャンム栗

原百代＋服部
清貧＋渡会圭子

駅（草恩社）

。『帝国としての

富lm

御の倫理と現き中西施政東

洋経済
新報社）

－『中国袋発
l！なぜ日本の

マスコミは只実を伝えないの

か」中旬溺経＋吉森緩久（ビ

ジネス社）
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